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2.背景
VR(Virtual Reality) / AR(Augmented Reality)技術が急速
に発展する中，人物の動作を3Dでコンピュータに読み
込むトラッキング技術の需要が高まっている．このト
ラッキングを実現するにはマーカーを用いたトラッカ
ーやKinectなどの機材が必要である．しかしながら，こ
れらの手法には

◆導入のコスト ◆装着の負担

などの問題がある．本研究では単眼のRGB画像から複
数人物の姿勢を推定することで，これらの問題を解決
し，よりトラッキング技術を身近にすることを目的と
する．

5.まとめと展望
まとめ
精度に向上の余地はあるが，特別な機材を使わずにトラ
ッキングを行うことができ，目的を達成した．

今後の展望
• 可動域の制限による，表現力と解剖学的整合性の向上
を目指す

• 時間軸情報を考慮して高速・高精度化を図る

1.概要
スマートフォンカメラやWebカメラを利用してコンピュ
ータにリアルタイムで画像を取り込む．その画像から複
数の人物姿勢の推定及び描画を行った．

▲図1 推定の様子 (a) スマートフォンの映像をコンピュータに取り
込み，(b) フリーソフトMikuMikuMoving(MMM)[1,2]のプラグイン機
能を用いて描画している．

(a) (b)

描画変換推論切り出し

3.実装方法
実装は主に画像切り出し，推論，変換，描画に分かれる．

・IVCamから映像
を取得
・Faster R-CNN[3]
で切り出し

・Moonら[4]の手法
をベースに推論
・各人物について
Root-jointの深度と
各関節の相対位置
を推定

・推定した関節か
ら各肢の3次元ベク
トルを計算
・ベクトルをオイ
ラー角に変換

・オイラー角をク
ォータニオンに変
換してMMMで描
画
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▲図2 実装のパイプラインスマートフォン等から取得した画像は図の
手順に沿って切り出し，推論，変換，描画が行われる．

4.結果と考察

(a) 処理に用いる画像[5] (b) 人物の切り出し結果

(c) 3D姿勢推定結果 (d) ボーンに変換後，描画
▲図3 過程と結果 (a) RGB画像1枚から (b) すべての人物を切り出す．
(c) その後，それぞれの人物について3Dの姿勢推定を実行．(d) 推定し
た関節をボーンに変換しMMMで描画する．

成果
• 1枚の画像から複数人の姿勢推定ができた
• 推定した姿勢をボーンとして描画できた

課題点
• 関節位置の単純なプロットだけでは姿勢の再現精度
に限界がある

• 時間的な整合性が保たれていない

https://sites.google.com/view/vpvp/
https://sites.google.com/site/mikumikumoving/
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